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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
白
い
蓮
と
モ
ノ
ク
ロ
日
常

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
９
７
Ｐ

【
作
者
名
】

　
蓮
華
永

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
人
公
神
埼
白
蓮
は
幼
い
頃
父
の
仕
事
の
邪
魔
を
し
て
し
ま
い
、
体
内
に
狐

と
狼
の
妖
怪
を
取
り
込
ん
で
し
ま
い
、
三
重
人
格
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

其
の
二
匹
が
時
折
表
、
つ
ま
り
白
蓮
の
身
体
を
借
り
、
色
々
と
問
題
を
起
こ
す
、

シ
リ
ア
ス
も
多
分
あ
る
コ
メ
デ
ィ
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
１

　
昔
・
・
・
、
父
の
仕
事
の
邪
魔
を
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
・
・
。
其
の
日

か
ら
、
私
の
身
体
に
は
・
・
・
・
・
・
、
異
変
が
起
こ
り
始
め
た
・
・
・
。
背

中
に
狐
と
狼
の
刺
青
み
た
い
な
も
の
が
刻
ま
れ
た
い
た
・
・
・
。

い
れ
ず
み

「
あ
れ
ぇ
・
・
・
・
、
も
う
朝
ぁ
・
・
・
？
　
白
銀
、
黒
鉄
・
・
・
、
起
き
て

し
ろ
が
ね

く
ろ
が
ね

る
ぅ
・
・
・
・
・
・
？
」

　
一
人
の
少
女
が
声
を
か
け
た
。
だ
が
、
其
の
少
女
が
居
る
部
屋
に
は
少
女
以

外
誰
も
居
な
い
。
だ
が
、
確
か
に
『
部
屋
』
に
は
少
女
以
外
居
な
い
。
で
も
ち

ゃ
ん
と
居
る
の
だ
、
人
間
で
は
な
い
者
が
・
・
・
二
人
・
・
・
・
・
・
。

『
主
！
　
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
！
』

『
主
、
お
早
う
。
そ
ろ
そ
ろ
起
き
て
準
備
し
な
い
と
学
校
遅
れ
る
ぞ
・
・
・
』

「
そ
っ
か
ぁ
・
・
・
・
・
・
。
て
、
え
え
え
え
え
え
え
え
ぇ
っ
ぇ
ぇ
っ
ぇ
え
え

え
え
え
え
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
？
　
あ
、
本
当
だ
！
！
　
ヤ
バ
い
、
起
き
な

き
ゃ
！
！
　
黒
鉄
有
難
う
！
」

『
い
や
・
・
・
、
主
が
遅
刻
し
な
い
様
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
だ
か
ら
気
に
す

る
こ
と
は
無
い
』

「
黒
鉄
ホ
ン
ト
好
き
よ
！
　
其
処
ら
辺
の
男
よ
り
も
！
！
」

『
黒
鉄
羨
ま
し
い
ぞ
！
！
　
主
に
好
き
と
言
っ
て
も
ら
え
る
な
ん
て
・
・
・
！

！
　
と
言
う
か
主
！
　
其
処
ら
辺
の
と
言
う
こ
と
は
私
も
混
じ
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
！
！
？
』

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

『
返
事
を
下
さ
い
！
』

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
」

『
先
ほ
ど
よ
り
か
長
い
の
で
す
が
！
！
』



3

「
気
の
せ
い
よ
、
白
銀
。
私
は
貴
方
の
事
も
愛
し
て
る
わ
・
・
・
、
多
分
・
・
・

・
・
・
」

　
白
蓮
は
最
後
の
言
葉
を
物
凄
く
小
さ
く
呟
い
た
。

は
く
れ
ん

　
白
蓮
は
他
か
ら
見
れ
ば
独
り
言
を
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
違
う
。
白
蓮
は

話
し
て
い
る
の
だ
。
身
体
の
『
中
』
に
居
る
人
外
魔
境
の
者
と
・
・
・
。

　
一
人
は
狐
の
妖
怪
、
白
銀
。
も
う
一
人
は
狼
の
妖
怪
、
黒
鉄
。

　
此
の
二
人
、
も
と
い
二
匹
は
昔
、
白
蓮
が
父
親
の
仕
事
の
邪
魔
を
し
て
し
ま

っ
た
た
め
に
体
内
に
入
り
込
ん
だ
。
此
の
二
匹
が
入
り
込
ん
だ
所
為
で
白
蓮
の

背
中
に
は
狐
と
狼
の
刺
青
の
様
な
も
の
が
刻
ま
れ
た
。
其
の
為
安
易
に
人
前
で

服
を
脱
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い
。
身
体
測
定
な
ど
は
大
ま
か
に
濁
し
つ
つ
も
事
情

が
あ
る
と
言
っ
て
、
別
口
で
や
っ
て
い
る
。

「
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
お
早
う
！
！
　
じ
ゃ
、
行
っ
て
き
ま
ー
す
！
！
」

「
「
・
・
・
・
・
・
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」
」

　
白
蓮
は
朝
ご
飯
を
食
べ
ず
に
学
校
へ
走
っ
て
行
っ
た
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
１
（
後
書
き
）

自
分
の
作
っ
た
キ
ャ
ラ
を
書
く
と
言
う
の
は
結
構
楽
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
は
不
規
則
連
載
で
気
が
向
い
た
と
き
に
し
か
更
新
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
光
栄
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
２

「
セ
ー
フ
！
！
　
間
に
合
っ
た
！
」

『
よ
か
っ
た
な
、
主
』

『
見
事
な
走
り
で
す
、
主
！
　
素
晴
ら
し
か
っ
た
！
』

「
何
だ
ろ
う
、
ほ
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
あ
ん
ま
り
嬉
し
く
感
じ
な
い

な
ぁ
～
」

　
白
蓮
は
そ
う
呟
き
、
鞄
を
置
い
た
。

「
あ
、
お
早
う
。
白
夜
ち
ゃ
ん
」

「
だ
か
ら
、
神
埼
さ
ん
、
俺
男
だ
っ
て
・
・
・
・
・
・
」

か
ん
ざ
き

「
だ
っ
て
、
可
愛
い
ん
だ
も
ん
」

　
白
蓮
の
前
に
座
っ
て
い
る
の
は
神
楽
白
夜
。
男
な
の
に
、
髪
は
長
く
、
瞳
も

か
ぐ
ら
び
ゃ
く
や

大
き
い
綺
麗
な
碧
色
。
確
実
に
女
に
し
か
見
え
な
い
。

「
ホ
ン
ト
、
綺
麗
だ
よ
ね
ぇ
、
此
の
髪
・
・
・
。
白
色
に
少
し
銀
色
を
混
ぜ
た

様
な
髪
色
・
・
・
・
・
・
。
本
当
に
綺
麗
・
・
・
・
・
・
」

「
女
の
子
に
褒
め
ら
れ
て
も
な
あ
・
・
・
。
そ
れ
に
、
神
崎
さ
ん
の
髪
色
の
方

が
綺
麗
だ
と
思
う
よ
・
・
・
・
・
・
。
碧
色
と
紫
色
を
混
ぜ
た
色
だ
し
・
・
・
・

・
・
。
瞳
の
色
だ
っ
て
碧
色
だ
し
・
・
・
・
・
・
」

「
あ
、
そ
う
言
え
ば
、
お
揃
い
ね
」

　
白
蓮
は
笑
顔
を
見
せ
た
。
其
の
笑
顔
に
大
体
の
男
は
立
ち
止
ま
る
。
実
際
、

白
蓮
は
三
年
女
子
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ
で
可
愛
い
方
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
な

ど
あ
っ
た
り
す
る
。
大
概
こ
う
い
う
の
は
、
他
の
女
子
は
恨
ん
だ
り
、
嫉
妬
し

た
い
が
い

た
り
す
る
が
、
女
子
受
け
も
良
い
為
、
女
子
の
フ
ァ
ン
も
居
た
り
す
る
。

『
主
に
馴
れ
馴
れ
し
く
し
お
っ
て
・
・
・
！
』

『
落
ち
着
け
、
白
銀
』

『
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る
か
！
　
主
は
此
の
俺
が
嫁
に
と
決
め
た
存
在
！
　
他

の
男
な
ど
に
渡
し
て
た
ま
る
か
！
！
』

　
黒
鉄
は
こ
れ
以
上
来
る
と
白
銀
を
も
う
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
感
じ
、
白
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蓮
に
耳
打
ち
し
た
。

『
主
、
今
す
ぐ
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
て
下
さ
い
。
き
っ
と
、
白
銀
が
出
て
き
ま

す
・
・
・
！
』

「
（
嘘
・
・
・
！
　
何
で
・
・
・
！
？
）
」

『
取
り
敢
え
ず
、
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
っ
て
下
さ
い
！
』

「
ご
め
ん
、
白
夜
。
私
ち
ょ
っ
と
用
事
あ
る
か
ら
、
ま
た
あ
と
で
！
！
」

「
？
　
う
ん
・
・
・
」

　
白
蓮
は
人
気
の
な
い
屋
上
へ
行
く
と
、
急
に
髪
の
色
が
毛
先
の
方
か
ら
変
わ

り
だ
し
た
。
徐
々
に
白
く
な
り
、
瞳
の
色
も
碧
色
か
ら
、
橙
色
に
変
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
左
一
房
だ
け
、
白
蓮
の
髪
の
色
で
他
は
完
全
に
白
色
に
な
っ
た
。

「
『
さ
ぁ
、
私
の
主
と
馴
れ
馴
れ
し
く
し
た
こ
と
、
後
悔
さ
せ
て
く
れ
る
わ
！
』

」　
白
銀
、
暴
走
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
２
（
後
書
き
）

ち
ょ
っ
と
、
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
は
、
「
神
楽
家
」
と
つ
な
が
っ
て
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
た
ま
に
白
夜
が
出
て
き
ま
す
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
３

　
白
い
髪
が
無
造
作
に
後
ろ
で
括
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
動
く
と
そ
れ
に
合
わ

せ
て
揺
れ
る
。
顔
立
ち
は
白
蓮
の
も
の
だ
が
、
少
し
違
い
、
誰
も
白
蓮
だ
と
は

気
付
か
な
い
が
、
一
人
例
外
が
居
る
。

「
お
い
！
　
白
銀
、
貴
様
『
ま
た
』
白
蓮
さ
ん
の
身
体
を
乗
っ
取
っ
た
な
ッ
！
」

「
『
ゲ
、
出
や
が
っ
た
な
、
此
の
似
非
陰
陽
師
・
・
・
』
」

え
せ

お
ん
み
ょ
う
じ

「
『
似
非
』
と
は
何
だ
ッ
『
似
非
』
と
は
！
」

　
憤
り
を
見
せ
て
い
る
青
年
は
白
蓮
の
幼
馴
染
、
神
谷
依
竜
。
家
が
陰
陽
師
で
、

か
み
や
い
り
ゅ
う

白
蓮
の
父
親
の
実
家
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
従
兄
弟
同
士
で
あ
る
。

「
『
少
し
の
間
黙
っ
て
い
ろ
。
じ
ゃ
な
き
ゃ
、
俺
も
気
が
乗
り
は
し
な
い
が
、

主
を
『
キ
ズ
モ
ノ
』
に
す
る
ぞ
？
』
」

『
ち
ょ
、
白
銀
ッ
！
！
？
』

「
『
（
冗
談
で
す
。
少
し
の
間
だ
け
こ
い
つ
を
黙
ら
せ
る
た
め
で
す
・
・
・
）
』

」『
だ
か
ら
っ
て
・
・
・
』

　
白
蓮
の
声
は
外
部
に
は
聴
こ
え
な
い
。
だ
か
ら
、
下
手
し
て
声
を
出
し
た
ら

独
り
言
を
言
っ
て
い
る
変
な
人
だ
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
き
ず
も
の
っ
て
何
だ
？
」

「
『
よ
ー
し
、
張
り
き
っ
て
先
に
こ
い
つ
を
仕
留
め
よ
う
ッ
！
』
」

「
何
故
そ
う
な
る
ッ
！
？
」

　
依
竜
は
白
銀
に
突
っ
込
む
。
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白
銀
は
依
竜
を
黙
ら
せ
た
後
、
白
蓮
の
ク
ラ
ス
に
行
っ
た
。
誰
も
が
唖
然
と

し
た
。
見
た
目
は
白
蓮
の
様
で
、
違
う
。
白
蓮
は
そ
れ
ら
を
気
に
も
せ
ず
、
白

夜
の
傍
に
行
っ
た
。
バ
ン
ッ
と
机
を
叩
き
、
口
を
開
い
た
。

「
『
少
し
い
い
か
・
・
・
？
』
」

「
へ
・
・
・
・
・
・
？
」

　
白
夜
は
呆
然
と
変
な
返
事
を
し
た
。
訳
が
判
ら
な
い
。
白
蓮
の
様
で
白
蓮
で

は
な
い
人
。
い
っ
た
い
誰
？
　
と
言
っ
た
態
で
白
夜
は
首
を
傾
げ
た
。

「
『
取
り
敢
え
ず
、
来
て
ほ
し
い
ん
だ
が
・
・
・
・
・
・
』
」

　
白
銀
は
額
に
青
筋
を
浮
か
べ
た
。

「
え
、
う
、
う
ん
。
判
っ
た
・
・
・
・
・
・
」

　
少
し
恐
怖
を
覚
え
な
が
ら
も
白
夜
は
返
事
を
し
て
し
ま
っ
た
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
３
（
後
書
き
）

白
夜
は
次
回
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
・
・
・
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
４

「
『
お
前
、
も
う
二
度
と
、
白
蓮
に
近
付
く
な
・
・
・
』
」

「
そ
う
言
わ
れ
て
も
、
前
の
席
に
居
る
ん
だ
け
ど
、
神
崎
さ
ん
・
・
・
・
・
・
」

「
屁
理
屈
を
言
う
な
っ
！
」

へ
り
く
つ

「
立
派
な
理
屈
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
っ
！
？
」

　
今
、
白
蓮
（
白
銀
）
と
白
夜
が
居
る
の
は
屋
上
。
屋
上
は
滅
多
に
人
が
来
な

い
た
め
、
こ
う
い
う
と
き
に
は
適
切
な
場
所
だ
。

「
そ
、
そ
れ
よ
り
、
君
は
神
崎
さ
ん
の
お
友
達
？
　
何
で
そ
こ
ま
で
云
う
の
か

な
・
・
・
？
」

「
『
私
は
白
蓮
の
『
特
別
』
だ
っ
！
　
そ
れ
に
私
に
と
っ
て
も
白
蓮
は
『
特
別
』

だ
っ
！
』
」

「
へ
ぇ
、
そ
う
な
ん
だ
ー
。
特
別
な
存
在
が
居
る
っ
て
い
う
の
は
い
い
よ
ね
・
・

・
」

　
白
夜
は
に
こ
っ
と
笑
っ
た
。
不
覚
に
も
、
其
の
笑
顔
に
白
銀
は
顔
を
紅
く
し

た
。
白
銀
は
す
ぐ
に
気
を
取
り
直
し
、
顔
を
横
に
勢
い
よ
く
振
っ
た
。

「
『
と
、
取
り
敢
え
ず
会
う
な
っ
近
付
く
な
っ
！
！
』
」

　
そ
う
叫
ん
だ
。

『
白
銀
・
・
・
、
そ
ん
な
こ
と
の
為
に
勝
手
に
出
て
き
た
の
・
・
・
？
』

「
『
（
あ
、
主
・
・
・
？
　
ど
う
、
な
さ
い
ま
し
た
・
・
・
？
）
』
」

　
白
蓮
の
様
子
が
お
か
し
い
の
で
、
白
銀
は
怪
訝
な
顔
し
た
。
白
夜
は
ど
う
し

た
も
の
か
、
と
思
い
、
首
を
傾
げ
た
。

『
拒
絶
ッ
！
　
彼
の
者
に
我
が
身
体
を
乗
っ
取
ら
れ
ん
ッ
！
　
す
ぐ
に
立
ち
去

れ
ッ
！
！
』

「
『
あ
、
主
・
・
・
ッ
！
！
？
』
」

　
白
銀
は
叫
ん
だ
。
そ
の
言
葉
は
完
全
に
『
表
』
へ
出
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

る
言
霊
。

　　
髪
は
先
の
方
か
ら
色
が
変
わ
り
、
戻
り
始
め
た
。



12

「
『
ち
・
・
・
っ
！
』
」

　
白
銀
は
舌
打
ち
を
し
、
白
夜
の
首
根
っ
こ
を
掴
み
、
屋
上
か
ら
出
し
た
。
そ

し
て
、
扉
を
閉
め
、
そ
の
場
に
突
っ
伏
し
た
。

　
強
制
的
に
身
体
が
戻
る
と
き
は
、
宿
主
と
其
の
宿
っ
て
い
る
も
の
も
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
。

「
『
は
っ
、
は
・
・
・
。
あ
、
る
じ
・
・
・
・
・
・
。
お
止
め
く
だ
、
さ
い
・
・

・
・
・
・
。
今
す
ぐ
私
が
戻
り
ま
す
か
ら
・
・
・
』
」

　
白
銀
は
自
分
だ
け
が
苦
し
い
の
は
耐
え
れ
る
が
、
白
蓮
ま
で
苦
し
い
思
い
を

す
る
の
は
厭
だ
っ
た
。
白
銀
は
す
ぐ
さ
ま
自
分
か
ら
戻
っ
た
。

「
白
銀
、
も
う
二
度
と
表
に
出
な
い
で
。
ま
た
、
出
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

お
父
さ
ん
に
祓
っ
て
も
ら
う
か
ら
ね
」

『
は
、
は
い
・
・
・
・
・
・
』

　
白
銀
は
反
省
し
た
が
、
白
蓮
の
憤
り
は
お
さ
ま
ら
な
い
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
４
（
後
書
き
）

白
銀
は
馬
鹿
な
子
。

こ
ん
な
子
で
す
が
、
気
に
入
っ
て
下
さ
い
。

た
だ
の
女
好
き
だ
と
思
っ
て
下
さ
い
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
５
（
前
書
き
）

久
し
ぶ
り
の
更
新
！
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
５

　
眠
い
眼
を
一
生
懸
命
開
け
な
が
ら
、
髪
を
梳
く
。
だ
が
、
其
の
髪
の
色
は
黒

色
。
左
横
の
一
房
が
白
蓮
の
髪
の
色
。

　
今
、
白
蓮
の
身
体
を
借
り
て
い
る
の
は
、
黒
鉄
で
あ
る
。

「
『
主
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
・
・
・
・
・
・
』
」

『
黙
っ
て
』

「
『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
』
」

　
今
、
白
蓮
は
体
内
に
て
、
白
銀
と
対
峙
を
し
て
い
る
。

　
黒
鉄
は
溜
息
を
盛
大
に
吐
く
。

　
事
の
発
端
は
、
先
日
の
白
銀
の
失
態
だ
。

ほ
っ
た
ん

「
『
ま
、
自
業
自
得
、
か
・
・
・
・
・
・
？
』
」

　
其
の
ま
ま
黒
鉄
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
行
っ
た
。

『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
』

　
白
銀
は
正
座
を
し
、
手
を
膝
の
上
で
握
っ
て
い
る
。
気
ま
ず
か
っ
た
。
白
蓮

は
た
だ
無
言
で
白
銀
を
見
る
。

「
・
・
・
後
悔
は
し
て
い
る
？
」

『
は
い
』

「
で
も
、
反
省
は
し
て
い
な
い
」

『
は
い
』

　
ス
パ
ー
ン
！
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勢
い
よ
く
白
銀
は
叩
か
れ
ま
し
た
。

　
じ
ん
、
と
掌
が
痛
む
。
こ
れ
が
人
を
叩
い
た
痛
み
だ
。

て
の
ひ
ら

「
後
悔
し
て
、
反
省
も
し
な
さ
い
よ
・
・
・
馬
鹿
狐
・
・
・
・
・
・
！
」

き
つ
ね

『
申
し
訳
、
有
り
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
・
』

　
ほ
ろ
ほ
ろ
と
、
白
蓮
が
泣
く
。
白
銀
は
ぎ
ょ
っ
と
し
、
お
ろ
お
ろ
と
す
る
。

「
お
願
い
、
だ
か
ら
・
・
・
表
に
出
て
き
て
、
他
の
人
に
迷
惑
か
け
な
い
で
よ
・

・
・
！
　
困
る
の
私
な
ん
だ
か
ら
ぁ
・
・
・
・
・
・
！
」

『
あ
、
主
・
・
・
！
？
　
な
、
泣
か
な
い
で
、
下
さ
い
ぃ
・
・
・
・
・
・
！
！
』

　
白
銀
が
白
蓮
の
涙
を
手
の
甲
で
拭
う
。

「
私
は
、
出
て
き
て
、
羽
根
を
伸
ば
し
て
る
二
人
を
見
る
と
閉
じ
込
め
て
る
っ

て
罪
悪
感
が
生
ま
れ
る
け
ど
・
・
・
・
・
・
。
こ
ん
な
殺
意
の
あ
る
罪
悪
感
は

初
め
て
だ
よ
ぉ
・
・
・
！
」

『
主
、
果
て
し
な
く
矛
盾
し
て
ま
す
。
そ
れ
は
』

　
白
銀
は
苦
笑
い
を
す
る
。
白
蓮
が
混
乱
し
て
い
る
。
珍
し
い
と
思
い
な
が
ら

白
蓮
の
頭
を
撫
で
る
。

「
こ
ん
の
馬
鹿
狐
ぇ
・
・
・
！
　
狼
よ
り
馬
鹿
な
狐
は
要
ら
な
い
わ
よ
ぉ
・
・
・

！
」

『
酷
過
ぎ
ま
す
・
・
・
・
・
・
』

　
両
手
で
白
蓮
の
顔
を
包
む
。
白
銀
は
白
蓮
に
微
笑
み
、
云
っ
た
。

『
俺
は
、
貴
女
が
愛
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
・
・
・
・
・
・
。
他
の
男

が
貴
女
の
傍
に
居
る
の
は
、
厭
な
ん
だ
・
・
・
・
・
・
』

「
だ
か
ら
っ
て
、
白
夜
ち
ゃ
ん
に
迷
惑
か
け
な
い
で
よ
・
・
・
！
」

『
は
い
、
反
省
し
ま
す
。
後
悔
も
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
』

「
本
当
に
・
・
・
？
」

『
は
い
』

　
真
っ
直
ぐ
に
、
白
銀
は
白
蓮
を
見
る
。

「
な
ら
、
赦
す
。
」

『
ッ
、
有
難
う
御
座
い
ま
す
！
』
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白
銀
と
白
蓮
は
笑
い
合
っ
た
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
６

　
ピ
ン
ク
ピ
ン
ク
ピ
ン
ク
。

　
何
処
も
か
し
こ
も
、
ピ
ン
ク
だ
ら
け
。
白
蓮
は
溜
息
を
つ
く
。

「
・
・
・
此
処
ま
で
、
ピ
ン
ク
だ
と
、
厭
気
が
さ
す
ね
・
・
・
・
・
・
」

『
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
え
ば
、
主
は
誰
か
に
あ
げ
る
ん
で
す
か
？
』

　
黒
鉄
が
聞
く
。
そ
れ
に
白
銀
は
反
応
し
、
叫
ぶ
。

『
主
！
　
俺
達
に
も
く
れ
る
ん
で
す
か
！
？
』

「
（
あ
げ
る
よ
ー
。
ち
ゃ
ん
と
表
に
出
て
食
べ
て
く
れ
る
と
、
嬉
し
い
な
！
）
」

『
『
当
た
り
前
で
す
』
』

『
大
切
な
主
か
ら
貰
っ
た
も
の
で
す
し
、
ち
ゃ
ん
と
、
表
に
出
て
食
べ
さ
せ
も

ら
い
ま
す
』

　
黒
鉄
が
云
う
。

『
主
、
そ
れ
は
手
作
り
で
す
か
？
　
そ
れ
と
も
、
市
販
で
す
か
？
』

　
白
銀
が
聞
く
。

「
（
昨
日
作
っ
て
た
の
は
、
何
だ
っ
た
の
か
な
？
）
」

『
『
チ
ョ
コ
』
』

　
二
人
は
ハ
モ
る
。
白
蓮
は
薄
く
吹
き
出
し
、
云
っ
た
。

「
（
当
た
り
。
二
人
に
あ
げ
る
チ
ョ
コ
と
、
白
夜
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
る
チ
ョ
コ
を

作
っ
た
の
。
旨
く
出
来
て
る
か
は
、
自
信
無
い
け
ど
）
」

　
白
蓮
は
自
嘲
気
味
に
微
笑
ん
だ
。

『
大
丈
夫
で
す
よ
。
主
は
料
理
が
上
手
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
美
味
し
い
に
決

ま
っ
て
ま
す
』

　
と
、
黒
鉄
。

『
そ
う
で
す
よ
。
主
の
作
る
も
の
は
全
て
美
味
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
す

か
ら
、
大
丈
夫
で
す
！
』

　
と
、
白
銀
。
二
人
が
励
ま
し
て
く
れ
た
の
で
、
白
蓮
は
普
通
に
微
笑
ん
だ
。

「
（
よ
か
っ
た
ー
。
そ
れ
な
ら
、
君
等
と
白
夜
ち
ゃ
ん
に
安
心
し
て
渡
せ
る
よ
）



19

」『
『
え
え
！
』
』

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
白
蓮
は
家
に
着
い
た
。

「
只
今
帰
り
ま
し
た
、
白
蓮
で
す
」

　
神
崎
家
で
は
、
挨
拶
と
一
緒
に
名
前
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
大
し
て
面
倒
く
さ
く
は
無
い
が
、
他
の

家
で
何
故
や
っ
て
い
な
い
の
か
が
、
不
思
議
だ
と
、
た
ま
に
呟
く
白
蓮
だ
っ
た
。

「
お
帰
り
。
今
回
も
ち
ゃ
ん
と
白
蓮
ね
。
よ
か
っ
た
わ
」

「
母
さ
ん
。
二
人
に
失
礼
だ
よ
。
例
え
人
外
で
あ
っ
て
も
、
礼
儀
忘
れ
べ
か
ら

ず
。
そ
う
云
っ
た
の
は
、
母
さ
ん
で
し
ょ
？
」

「
そ
う
ね
。
御
免
な
さ
い
。
黒
鉄
殿
、
白
銀
殿
、
お
帰
り
な
さ
い
」

　
母
親
は
軽
く
会
釈
を
し
、
人
外
に
挨
拶
を
す
る
。

『
『
只
今
帰
り
ま
し
た
』
』

　
其
の
返
し
を
聞
き
、
母
親
は
に
こ
り
と
微
笑
み
、
奥
へ
と
行
っ
た
。

　
神
崎
家
は
、
古
く
か
ら
陰
陽
師
を
し
て
い
る
神
谷
家
の
血
筋
。
其
の
為
、
誰

も
が
霊
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
其
の
為
、
徒
人
が
聞
こ
え
な
い
声
も
、
見
え
な
い
姿
も
、
聴
こ
え
る
し
、
視

た
だ
び
と

え
る
。

　
た
だ
し
、
其
の
仕
事
振
り
を
白
蓮
は
見
た
こ
と
が
無
い
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
６
（
後
書
き
）

あ
ー
、
こ
れ
と
神
楽
家
は
書
い
て
い
て
、

和
む
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
７

　
神
崎
家
に
は
風
呂
場
と
呼
べ
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。

　
厳
密
に
い
え
ば
、
も
う
ひ
と
つ
は
洗
礼
の
為
の
も
の
で
あ
る
。

　
白
蓮
は
毎
日
、
帰
っ
て
き
た
ら
洗
礼
を
行
っ
て
い
る
。

　
白
装
束
に
着
替
え
、
最
初
に
聖
水
を
浴
び
、
水
の
張
っ
た
浴
槽
の
様
な
も
の

に
身
体
を
浸
す
。

「
冷
た
い
・
・
・
・
・
・
流
石
に
慣
れ
な
い
・
・
・
」

　
毎
日
や
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
は
慣
れ
な
い
。
冷
た
く
、
全
て
の
温
度
が

奪
わ
れ
る
。

　
白
蓮
が
毎
日
洗
礼
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
白
銀
と
黒
鉄
が
体
内
に
宿

っ
て
か
ら
だ
。

　
ま
が
い
な
り
に
も
、
二
人
（
？
）
は
妖
怪
な
の
で
、
身
を
清
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
そ
ろ
そ
ろ
良
い
か
な
・
・
・
？
」

　
ザ
パ
ァ
と
音
を
た
て
な
が
ら
白
蓮
は
出
る
。
白
装
束
一
枚
の
み
な
の
で
、
裸

体
が
透
け
て
い
る
。
白
銀
は
何
故
か
赤
面
し
て
い
た
。

『
あ
、
あ
あ
あ
あ
あ
あ
主
ッ
！
　
は
、
早
く
体
を
拭
い
て
下
さ
い
ッ
！
』

「
？
　
う
ん
、
判
っ
た
」

　
何
故
？
　
と
思
い
な
が
ら
白
蓮
は
体
を
拭
い
た
。
そ
し
て
、
白
装
束
を
脱
ぎ
、
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普
段
着
に
着
替
え
る
。

　
白
と
青
の
ボ
ー
ダ
ー
パ
ー
カ
ー
に
黒
色
の
短
パ
ン
に
黒
い
靴
下
。
足
が
長
い

為
、
余
計
に
長
く
見
え
る
服
装
だ
。

「
父
様
、
た
だ
い
ま
で
す
。
洗
礼
、
終
わ
り
ま
し
た
」

「
お
帰
り
、
白
蓮
。
さ
、
寒
い
だ
ろ
う
か
ら
、
コ
コ
ア
を
飲
み
な
さ
い
」

「
は
い
」

　
白
蓮
の
父
は
強
面
だ
が
、
か
な
り
優
し
く
、
見
た
目
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し

い
と
母
が
云
っ
て
い
た
。

「
さ
て
、
白
銀
殿
、
黒
鉄
殿
」

『
『
は
、
は
い
！
！
』
』

「
何
時
か
は
何
か
を
形
代
と
、
白
蓮
の
身
体
か
ら
出
て
っ
て
も
ら
い
ま
す
が
、

か
た
し
ろ

そ
の
時
に
・
・
・
・
・
・
」

『
『
そ
の
時
に
・
・
・
？
』
』

　
二
人
は
オ
ウ
ム
返
し
の
様
に
其
れ
を
云
い
、
次
の
言
葉
を
待
つ
。

「
白
蓮
に
手
を
出
し
た
時
は
、
容
赦
な
く
祓
わ
せ
い
た
だ
く
」

『
は
、
は
い
ッ
ッ
！
！
』

　
こ
の
時
動
揺
し
て
お
お
き
な
声
を
出
し
た
の
は
、
白
銀
だ
っ
た
。



23

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
８

　
白
銀
の
慌
て
ぶ
り
に
、
白
蓮
は
く
す
く
す
と
笑
っ
た
。

シ
ロ
ガ
ネ

ハ
ク
レ
ン

「
白
銀
、
其
処
ま
で
慌
て
な
く
て
も
・
・
・
・
・
・
」

『
い
、
い
え
・
・
・
・
・
・
慌
て
る
べ
き
も
の
か
と
・
・
・
・
・
・
』

『
白
銀
に
と
っ
ち
ゃ
な
』

　
と
、
こ
れ
ま
た
笑
い
な
が
ら
云
う
の
は
黒
鉄
だ
。

ク
ロ
ガ
ネ

「
ま
、
取
り
敢
え
ず
、
黒
鉄
殿
は
心
配
な
さ
そ
う
で
す
な
」

『
ち
、
父
上
・
・
・
・
・
・
！
』

「
ふ
ふ
。
そ
う
心
配
な
さ
ら
ず
と
も
、
何
も
し
な
け
れ
ば
、
祓
い
ま
せ
ん
よ
」

　
笑
う
白
蓮
父
。
眼
が
笑
っ
て
い
な
い
。
白
蓮
は
気
付
か
な
い
ふ
り
を
し
た
。

「
父
様
、
で
は
失
礼
し
ま
す
」

「
御
飯
が
出
来
た
ら
呼
ぼ
う
」

「
有
難
う
御
座
い
ま
す
」

　
白
蓮
は
ニ
コ
と
笑
っ
て
、
障
子
を
閉
め
る
。

　
白
蓮
の
髪
は
動
く
た
び
に
揺
れ
る
。
そ
れ
が
綺
麗
だ
と
、
よ
く
両
親
は
云
う
。

長
い
の
は
ち
ょ
っ
と
だ
が
、
白
蓮
も
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
髪
を
切
ら
な
い
。

　
自
室
に
つ
い
て
、
白
蓮
は
ま
ず
落
ち
て
い
る
制
服
な
ど
を
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
、

雑
誌
を
拾
い
、
ラ
ッ
ク
に
入
れ
る
。
そ
の
あ
と
、
机
に
向
か
っ
て
、
今
日
の
復

習
を
す
る
。

『
流
石
我
が
主
・
・
・
・
・
・
！
　
日
々
の
勉
学
を
怠
ら
な
い
・
・
・
・
・
・

！
！
』

『
我
が
主
は
秀
才
で
い
ら
れ
る
か
ら
な
。
こ
の
く
ら
い
、
当
た
り
前
だ
ろ
う
』

　
二
人
は
う
ん
う
ん
と
頷
く
。
こ
う
や
っ
て
手
放
し
に
褒
め
ら
れ
る
の
は
少
し

気
恥
ず
か
し
い
。
白
蓮
は
顔
を
赤
く
す
る
。

「
二
人
共
、
そ
ん
な
風
に
褒
め
な
い
で
よ
・
・
・
・
・
・
恥
ず
か
し
い
」
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『
『
何
が
（
で
す
）
？
』
』

「
質
悪
い
な
ー
、
も
う
」

た
ち

　
白
蓮
は
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
笑
っ
た
。

　
数
時
間
経
っ
た
後
、
父
に
呼
ば
れ
、
白
蓮
は
階
下
へ
と
降
り
て
行
っ
た
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
９

「
あ
れ
？
　
依
竜
、
居
た
ん
だ
」

イ
リ
ュ
ウ

　
居
間
へ
行
け
ば
、
見
知
っ
た
顔
が
複
数
あ
る
。

「
あ
、
叔
父
様
、
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
」

「
や
ぁ
、
白
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
」

　
ニ
コ
リ
、
と
人
懐
っ
こ
そ
う
に
微
笑
む
の
は
依
竜
の
父
で
、
自
分
の
父
親
の

弟
の
駆
竜
だ
。

ク
リ
ュ
ウ

「
ホ
ン
ト
、
美
少
女
だ
ね
ぇ
、
白
は
。
幼
馴
染
で
、
こ
れ
で
こ
い
つ
の
許
嫁
だ

っ
た
ら
吃
驚
だ
な
」

「
ち
、
父
上
！
？
」

「
あ
、
叔
父
様
。
私
、
何
が
あ
っ
て
も
依
竜
の
お
嫁
さ
ん
だ
け
は
厭
で
す
」

「
「
…
…
…
…
…
」
」

　
キ
パ
ッ
と
笑
顔
で
云
う
白
蓮
。
父
は
優
越
感
に
似
た
貌
を
し
て
い
た
。

「
駆
竜
、
私
は
ま
だ
お
前
の
出
来
そ
こ
な
い
息
子
に
白
蓮
は
や
る
気
な
ど
無
い
」

「
相
も
変
わ
ら
ず
、
兄
上
は
親
馬
鹿
だ
な
ぁ
」

　
笑
顔
が
怖
い
二
人
だ
。
依
竜
は
貌
を
引
き
攣
ら
せ
て
い
る
が
、
白
蓮
は
修
羅

場
は
慣
れ
て
い
る
。

「
そ
れ
で
、
駆
竜
は
何
を
し
に
来
た
？
　
そ
れ
を
ま
だ
訊
い
て
い
な
い
」

「
あ
あ
、
忘
れ
て
お
り
ま
し
た
。
実
は
…
…
」
　

　
そ
の
あ
と
に
続
い
た
言
葉
に
、
白
蓮
と
父
は
驚
い
た
。

「
「
は
ぁ
っ
！
？
　
（
オ
ヤ
ジ
・
お
爺
様
）
に
勘
当
さ
れ
た
ぁ
！
？
」
」
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眼
を
向
く
二
人
を
、
当
の
本
人
達
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
い
な
が
ら
見
て
い
た
。

「
え
え
、
あ
ま
り
に
も
依
竜
の
出
来
が
悪
く
て
…
…
育
て
た
私
も
悪
い
、
と
云

う
こ
と
で
。
女
房
は
本
家
で
預
か
る
、
と
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
…
…
…
…
」

「
…
…
阿
呆
か
、
お
前
は
…
…
…
…
」

　
父
は
呆
然
と
呟
く
。
白
蓮
も
そ
れ
に
頷
く
。

「
ま
だ
、
女
の
白
蓮
の
方
が
霊
力
が
高
い
、
と
云
わ
れ
ま
し
て
ね
…
…
確
か
に
、

白
の
方
が
霊
力
、
潜
在
能
力
も
う
ち
の
バ
カ
息
子
よ
り
上
回
っ
て
い
る
ん
で
す

が
…
…
、
こ
れ
は
あ
ん
ま
り
か
と
…
…
」

「
い
や
、
オ
ヤ
ジ
の
対
処
は
適
切
だ
と
思
う
ぞ
、
私
は
」

「
私
も
そ
う
思
い
ま
す
、
叔
父
様
…
…
」

　
白
蓮
も
同
意
す
る
と
、
駆
竜
は
お
膳
に
突
っ
伏
す
。

「
親
子
そ
ろ
っ
て
酷
い
よ
ー
」

　
い
や
、
正
論
か
と
…
…
そ
ろ
っ
て
そ
う
思
っ
た
神
崎
親
子
で
あ
っ
た
。
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
９
（
後
書
き
）

　
…
サ
ブ
キ
ャ
ラ
だ
け
ど
、
白
蓮
父
の
名
前
考
え
て
な
か
っ
た
…
…
。

　
済
ま
ぬ
、
父
よ
…
…
！
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モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
１
０

　
駆
竜
と
依
竜
は
そ
の
あ
と
白
蓮
父
に
こ
っ
ぴ
ど
く
説
教
さ
れ
、
一
週
間
だ
け

滞
在
を
赦
さ
れ
た
。

「
叔
父
様
と
依
竜
は
こ
の
部
屋
を
使
っ
て
ね
。
こ
こ
は
客
間
だ
し
、
自
由
に
使

っ
て
い
い
よ
。
で
も
、
汚
し
た
ら
掃
除
し
て
も
ら
う
か
ら
ね
」

　
に
こ
、
と
笑
っ
て
云
え
ば
二
人
は
貌
を
引
き
つ
ら
せ
た
。

「
あ
、
そ
う
そ
う
。
毎
日
道
場
と
お
風
呂
と
廊
下
と
か
の
掃
除
も
や
っ
て
、
っ

て
母
様
が
」

「
鞠
義
姉
さ
ん
酷
過
ぎ
る
よ
…
…
」

キ
ク

「
あ
、
じ
ゃ
ぁ
出
て
行
き
ま
す
？
」

「
「
そ
れ
は
厭
」
」

　
二
人
し
て
声
を
合
わ
せ
て
き
っ
ぱ
り
と
云
う
。
白
蓮
は
こ
め
か
み
に
怒
り
マ

ー
ク
を
作
り
な
が
ら
笑
っ
た
。

　
一
通
り
案
内
を
済
ま
せ
た
後
、
駆
竜
と
依
竜
は
白
蓮
母
の
手
伝
い
を
強
い
ら

れ
た
。

「
父
様
、
お
先
に
お
風
呂
を
い
た
だ
き
ま
す
」

「
あ
あ
、
入
っ
て
き
な
さ
い
」

　
白
蓮
は
父
に
礼
を
し
て
か
ら
風
呂
場
へ
行
く
。
が
、
父
に
止
め
ら
れ
た
。

「
待
ち
な
さ
い
、
白
蓮
」

「
？
　
何
で
し
ょ
う
？
　
父
様
」
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「
白
銀
殿
、
黒
鉄
殿
。
く
れ
ぐ
れ
も
覗
き
見
し
な
い
よ
う
に
。
し
た
場
合
は
す

ぐ
に
で
も
末
梢
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
」

　　
ニ
ッ
コ
リ
と
黒
い
笑
顔
で
云
わ
れ
、
白
銀
と
黒
鉄
は
大
き
な
声
で
返
事
を
し

た
。
白
蓮
は
苦
笑
し
、
踵
を
返
し
て
今
度
こ
そ
風
呂
場
へ
行
っ
た
。

　
ち
ゃ
ぷ
ん
、
と
五
右
衛
門
風
呂
に
浸
か
る
。

「
ふ
ー
」

　
白
蓮
の
髪
は
腰
よ
り
長
い
為
、
風
呂
に
入
る
と
き
は
高
く
ま
と
め
、
だ
ん
ご

の
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
今
日
は
散
々
だ
っ
た
な
ぁ
…
…
あ
あ
、
長
風
呂
し
た
ら
父
様
が
心
配
し
ち
ゃ

う
…
…
」

　
あ
と
１
０
秒
。
そ
う
呟
い
て
白
蓮
は
１
０
数
え
始
め
る
。

《
主
。
髪
を
乾
か
す
と
き
は
…
…
》

『
判
っ
て
る
。
タ
オ
ル
越
し
で
し
ょ
う
？
　
少
し
蒸
す
け
ど
、
あ
れ
の
方
が
効

率
い
い
し
節
電
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
？
』

　
口
で
は
数
え
な
が
ら
、
脳
内
で
答
え
る
。
と
ん
だ
器
用
者
だ
。

《
流
石
で
す
。
そ
れ
と
、
も
う
１
０
秒
過
ぎ
て
２
５
秒
で
す
。
上
が
り
ま
し
ょ

う
》

　
黒
鉄
に
促
さ
れ
、
白
蓮
は
風
呂
か
ら
あ
が
る
。

　
―
ブ
オ
ォ
ォ

　
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
い
、
髪
を
乾
か
す
。

「
ふ
わ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
　
暑
い
！
！
　
流
石
に
暑
い
わ
っ
！
」

《
我
慢
し
て
下
さ
い
。
つ
い
で
に
、
俺
達
も
暑
い
の
で
…
…
》

　
幾
ら
体
内
に
棲
ん
で
い
る
居
る
と
は
云
え
、
そ
れ
な
り
に
暑
い
の
だ
。

「
白
蓮
、
上
が
っ
た
か
？
　
入
っ
て
も
平
気
か
？
」
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「
あ
、
は
い
。
大
丈
夫
で
す
、
父
様
」

　
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
仕
舞
い
、
返
事
を
す
る
。

　
―
ガ
ラ

　
父
は
白
蓮
を
見
て
、
微
笑
み
、
髪
を
一
つ
ま
み
す
く
う
。

「
…
…
も
う
少
し
乾
か
し
な
さ
い
。
ち
ゃ
ん
と
乾
か
さ
な
い
と
風
邪
を
ひ
い
て

し
ま
う
。
こ
ち
ら
に
来
な
さ
い
」

　
手
招
き
を
さ
れ
、
云
わ
る
ま
ま
に
白
蓮
は
着
い
て
行
く
。

「
お
前
の
髪
は
長
い
か
ら
な
。
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
乾
か
な
い
か
ら
な
…
…
」

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
有
難
う
御
座
い
ま
す
」

　
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
謝
罪
と
お
礼
を
云
う
と
父
は
「
親
子
な
の
だ
か
ら
。

い
い
よ
」
と
優
し
く
云
っ
た
。

「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
、
と
云
い
ま
す
し
…
…
私
は
父
様
を
尊
敬
し
て
い

ま
す
し
、
こ
ん
な
事
を
し
て
も
ら
う
の
は
、
と
て
も
嬉
し
い
の
で
す
が
、
照
れ

臭
い
で
す
」

「
気
に
し
な
く
て
い
い
。
た
だ
、
も
う
少
し
口
調
を
崩
し
て
く
れ
な
い
か
？
　

こ
の
年
に
な
っ
た
ら
逆
に
あ
れ
だ
ろ
う
け
ど
、
大
事
な
一
人
娘
に
敬
語
を
使
わ

れ
る
の
は
少
し
な
…
…
」

「
う
。
え
、
あ
…
と
…
…
そ
の
、
御
免
な
さ
い
…
…
」

　
少
し
口
調
を
崩
し
て
謝
罪
を
す
れ
ば
父
は
嬉
し
そ
う
に
笑
み
、
白
蓮
の
頭
を

撫
で
た
。

「
其
処
ま
で
畏
ま
ら
な
く
て
い
い
。
気
軽
に
話
し
か
け
な
さ
い
、
白
蓮
」

　
初
め
て
父
に
こ
う
い
う
口
調
で
接
す
る
の
で
、
白
蓮
は
貌
を
紅
く
し
な
が
ら

「
は
い
」
と
云
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

白い蓮とモノクロ日常
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